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５月24 日（日）第16会場　 午前9:30 ～11 : 54

家手時間の変化を規定する誦要因の分墳
群馬大淑育　 松村祥子　O 島崎利枝

〔(社) 日本 家政 学 会

目的：　象争の軽減化や遍力北乞、哨費の筑大によっマ可能にしてき氏高制紹昨 長期の
傾向包弓|き継ぎなヵ賜 も、近年の家争行勧と消費行勧の鼠係には、新しい刻已の兆

しが出てきていゐのでぼないたろうか。家事時即 輯造の卸巳包外齢別、l削l溥から
藤析し. その如し 特性乞消費支昌、家族構成、生尭歴、生池島識寄との関遠の中
で考察したい。
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1 370 －199  0 年り20 弊間の生池袈μとを、家季の内宮別時題ヒ家集関瘍支
出の動向力`ヽら提起叱。賀料 としてはr 国民生括時間鎖査■J ( 日本疏送協会 ）、
「家計調査」( 総務庁統 計局 ）、「 全国消 費実態調査」（ 総務庁統計局 ）乞座用し

h.  更に. 年齢 別、袷別に相遠のあゐ刻 巳要因 包明 らヵヽ にオゐ艮めに、生｡廷歴ちぷ

ひ生噛意識 と家尊行動ﾚて｡閔する調 査を、群馬県向T-事例鮪 で行った。

結果：　2  0 年簡で国民全体の家季時間（ 平日 いt 、1 5 分簡滅少しマいる。 しかし 、家

岑内容別に見ろヒ、炊奉り匯 吻 編み吻･ 聊 雑 間 の減少^ 一力？l、家 庭輔 導両虎

濯時間（19  8& 今迄 ）は増加していゐ。年齢 による変北5の獅雌も顕I-?',  -tr性の

3 0 代に おける予/供､の世超 の傭冲 化 、2  0 代> の買物吠りﾄの全 ての家 事時間の激減

「7 0 れT- の子法の世話・ 減少と炊季 ■ 布 覆'
 
掃除・買物寿の増加碩向力慄 られre.

ご れらが

ヵ＼つ瓦 。
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日 常 牛 活 に お け る 情 報 行 動 の 分 析

京 都府大生 活科学　　○　 村滞忠司
京都文 教短 大　　　　　　 中村博幸
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報が人 とそ れを取り巻く外 界と の相 互作用と する なら ば、 家 庭の構成 員 に
場にお いて、 い やおう なく情報を意 識し た生 活をおく らざる を得 ない。　い

もv> え る側面 が増大しつつあ る。 し かし、 現 実には まだ まだ十分 に対 応で

い。 豊かな情 報生活をおく る為にti 以 下 の整 備が必要で あ る：　a.生 活 の為
b. 情 報環境 の確認、c. 情 報を活用 する能力。 こ れら を構成 する個 々 の要

な ものが考え られるか、 またそ れは家 庭に よりど の様な差異 があ るか、 そ
たい。

90年7 月 ～8 月 において、 京都市内に おける「 社会 の高 度情報 化に ともfi.う
に つい ての調査 」のデ- タ による分 析、 被調査対 象 は京都 市内の一般 の家
家庭、 調査時 期は1990 年T 月21 日~ 30日、 調査方法 は調査員 に より各戸 への
し2 ～8 日 間 の留 め置 き後回 収する。 有効回収 数54.  7% 。

一 タと合 わせ、 平成２年、3 年 度 の家 計調査年 報に於け る結果 と比 較を 行う。
報 の必要性 の認識。　・生 活上で の関 心の強い もの（ 子供 の教 育、 医 療、 高

ど情報 要求が 強く、 より正確 な情報 を求め てい る。 そ の度合 は年齢、 学 歴、
情、 生 活の主 体者の職種 等に大 きく 依存してい る。 さ らに一 般的 な情報 よ
求

形

法

に

め

態

が

つ

る 傾向があ った。　 ◇情報環境。　・ 家庭 の情報 の流入と 生産。 家 庭へ
の変化。 情報の選択が個 人へと 移行。　情 報機器 の普及と変 容が 著しい。
変 容し た。 情報過多 の問 題。 等 があげら れる。
い ての分 析は既報で ある。


